
幻
を
見
る
ひ
と

2019年3月2日（土）13:30～16:30　　入場無料

トーク：吉増剛造 × 城戸朱理
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講堂

「
映
像
の
フ
ォ
ル
ム
自
体
が
、

詩
に
な
って
い
る
と
で
も
言
お
う
か
。

剛
造
の
思
考
が
詩
に
な
る
プ
ロ
セ
ス
が
見
え
て
く
る
。

と
て
も
よ
く
で
き
た
ド
キ
ュメ
ン
タ
リ
ー
だ
。

詩
と
詩
人
に
つい
て
の
、
最
高
の
映
画
だ
と
思
う
」

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

－

ジ
ョ
ナ
ス
・
メ
カ
ス

ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
映
画

上
映
と
ト
ー
ク
の
集
い

京
都
の
吉
増
剛
造

The Reality Behind What We See
The Poet, Yoshimasu Gozo, in Kyoto

©Keiko Onoda

開  場
13:00

19
の
国
際
映
画
祭
、
10
の
賞
に
輝
く
「
映
像
詩
」
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アクセス
北上江釣子ICから／国道107号線を釜石方面へ東進約2.5km

JR北上駅から／●タクシー：約6分

　　　　　　　●バス（岩手県交通）：駅西口乗場より乗車、

　　　　　　　　まちなかターミナル下車徒歩約7分

　　　　　　　●JR乗換：北上線横手行（本数僅少）、

　　　　　　　　柳原駅下車徒歩約3分
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映
画
「
幻
を
見
る
ひ
と　

京
都
の
吉
増
剛
造
」
上
映
と
ト
ー
ク
の
集
い

「
京
都
に
、
龍
を
探
し
に
行
き
ま
せ
ん
か
？
」

美
し
す
ぎ
る
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ
ー
だ　

－

ジ
ョ
ナ
ス
・
メ
カ
ス

19
の
国
際
映
画
祭
、10
の
賞
に
輝
く
「
映
像
詩
」

　

東
日
本
大
震
災
の
津
波
に

衝
撃
を
受
け
、
言
葉
を
失
っ

た
吉
増
剛
造
を
、
詩
人
の
城

戸
朱
理
が
京
都
へ
の
旅
の
企

画
に
誘
っ
た
。一
二
〇
〇
年

の
歴
史
を
持
つ
古
都
・
京
都

は
、
琵
琶
湖
の
８
割
と
い
う

豊
富
な
地
下
水
を
た
た
え

た
、ヴ
ェ
ネ
ツ
ィ
ア
に
比
す

べ
き
水
の
都
で
も
あ
る
。東

洋
の
水
の
神
で
あ
る
龍
は
、

京
都
の
豊
か
な
水
脈
の
メ
タ

フ
ァ
ー
だ
っ
た
。

　

四
季
を
通
じ
て
の
舞
台
と

な
っ
た
の
は
、
岡
崎
の
真
澄

寺
別
院 

流
響
院
。東
山
を
借

景
に
「
近
代
日
本
庭
園
の
祖
」

七
代
目
小
川
治
兵
衛
・
保
太

郎
親
子
が
手
が
け
た
池
泉
回

遊
式
庭
園
は
、
夢
幻
の
別
世

界
で
あ
る
。戦
前
は
三
菱
財

閥
を
率
い
た
岩
崎
小
弥
太
の

京
都
別
邸
で
あ
り
、
川
端
康

成
が
滞
在
し
て『
古
都
』を
執

筆
し
た
と
こ
ろ
と
さ
れ
る
。

　

春
に
は
豊
臣
秀
吉
の
「
醍

醐
の
花
見
」
で
知
ら
れ
る
醍

醐
寺
、
夏
に
は
京
都
の
水
神

で
あ
る
貴
船
神
社
、
秋
に
は

『
古
都
』
の
舞
台
と
な
っ
た
北

山
杉
の
産
地
・
中
川
地
区
、

　

世
界
12
大
映
画
祭
の
ひ
と
つ
、モ
ン
ト
リ
オ
ー
ル
世
界
映
画
祭
を
は
じ
め
、ア

メ
リ
カ
、ア
イ
ル
ラ
ン
ド
、イ
ス
ラ
エ
ル
、ギ
リ
シ
ャ
、イ
ン
ド
、ス
ペ
イ
ン
、チ

リ
、
ア
ル
メ
ニ
ア
、
フ
ラ
ン
ス
な
ど
19
の
国
際
映
画
祭
で
、
長
編
ド
キ
ュ
メ
ン
タ

リ
ー
部
門
の
コ
ン
ペ
テ
ィ
シ
ョ
ン
に
選
出
さ
れ
正
式
招
待
さ
れ
た
。６
つ
の
グ

ラ
ン
プ
リ
、２
つ
の
最
優
秀
監
督
賞
な
ど
10
の
ト
ロ
フ
ィ
ー
を
獲
得
し
て
い
る
。

そ
し
て
冬
に
は
大
徳
寺
瑞
峯

院
、妙
心
寺

－－

。

　

詩
人
は
四
季
の
京
都
を
旅

し
、
そ
の
水
脈
に
触
れ
た
時
、

失
っ
た
言
葉
を
ゆ
る
や
か
に

取
り
戻
し
て
い
く
。こ
の
旅

か
ら
、「
惑
星
に
水
の
木
が
立

つ
」
と
い
う
新
た
な
詩
篇
が

生
ま
れ
た
。

　

妙
心
寺
・
法
堂
の
狩
野
探

幽「
雲
龍
図
」の
下
で
、
詩
人

が
完
成
し
た
詩
篇
を
朗
読
す

る
場
面
は
、
こ
の
映
画
の
ク

ラ
イ
マ
ッ
ク
ス
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

　

19
の
国
際
映
画
祭
に
招
待

さ
れ
、
最
優
秀
作
品
賞
・
監

督
賞
な
ど
10
の
賞
を
受
賞
。

「
実
験
映
画
の
父
」
ジ
ョ
ナ

ス
・
メ
カ
ス
も
感
嘆
さ
せ
た

圧
倒
的
な「
映
像
詩
」が
、
今
、

こ
こ
に
誕
生
し
た
。

出演

吉増剛造（詩人）

1939 年東京生まれ。文化

功労者、日本藝術院会員。

主要な文学賞を多数受賞。

書くことに加え、朗読し、写

真や映像を撮り、旅するこ

とで詩を思考する。2 月に

80 歳を迎え、年を重ねる

と共に表現が先鋭化して

いる日本の代表的詩人で

ある。英訳詩集に「ALICE 

I R I S  R E D  H O R S E 」

（NEW DIRECTIONS）。

エグゼクティブプロデューサー

城戸朱理（詩人）

1959 年盛岡市生まれ。『現

代詩文庫 城戸朱理詩集』、

『幻の母』(2011/ 芸術選奨

新人賞 )、『漂流物』(2012/

現代詩花椿賞 )、翻訳『パ

ウンド長詩集成』など著書

多数。岩手日報「日報文芸・

詩」選者。2013 年岩手日報

文化賞。岩手日報随筆賞選

考委員長。アート・ドキュ

メンタリー番組「Edge」の

企画監修も務める。

監督

井上春生
1963年奈良生まれ。本作

で19の国際 映画祭に招

待、最優秀作品賞・監督賞

など10の賞を獲得。全国

公開の劇場用劇映画13本

を重ね、CMやテレビなど

映像作品は500本以上を

数える。資生堂など、CM

でも多数の賞を受賞。アフ

ガニスタンの監督らと合作

映画を撮るなど枠を超え

た映像活動をしている。

吉
増
剛
造 ×

 

城
戸
朱
理


